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食
糧
問
題
を
解
決
す
る
昆
虫
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昨
年
七
月
に
発
表
さ
れ
た
国
際
連
合
世
界
食

糧
計
画
の
報
告
に
よ
る
と
、
世
界
の
人
口
の
一

割
以
上
に
相
当
す
る
八
億
二

0
0
0
万
人
が
食

糧
不
足
に
よ
る
飢
餓
人
口
で
、
し
か
も
増
加
傾

向
に
あ
る
。
し
か
し
、
過
去
六
十
五
年
間
で
世

界
の
人
口
は
ニ
・
八
倍
増
加
し
た
一
方
、
穀
物

は
三
・
九
倍
、
食
肉
は
六
・
八
倍
の
増
産
で
あ

る
か
ら
矛
盾
し
て
い
る
（
図
1
)
。
そ
の
原
因

は
世
界
に
は
栄
養
過
多
の
人
間
が
―
二
億
人
も

存
在
し
て
い
る
と
い
う
配
分
の
矛
盾
で
あ
る
。

し
か
し
、

現
在
七
七
億
人
の
人
口
は
三
十
年

後
に
は
九
七
億
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
配
分
の
調
整
だ
け
で
は
問
題
は
解
決
し

な
い
。
と
り
わ
け
蛋
白
質
不
足
は
深
刻
で
、
ニ

0
-
＝
一
年
に
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
は
昆
虫

を
重
要
な
蛋
白
源
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

報
告
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
追
随
し
、
二

0
-

五
年
に
は
欧
州
連
合
が
昆
虫
を
新
規
食
品
と
規

定
し
、
認
定
さ
れ
た
昆
虫
は
欧
州
連
合
全
域
で

流
通
が
可
能
に
な

っ
た
。

昆
虫
を
食
料
に
す
る
と
い
う
と
多
数
の
人
々

は
身
震
い
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
世
界
で
は

二
0
0
0
種
類
以
上
の
昆
虫
が
食
料
と
さ
れ
て

い
る
し
、
か
つ
て
の
日
本
で
は
―
二

0
種
以
上

の
昆
虫
が
食
料
と
さ
れ
、
現
在
で
も
長
野
の
天

竜
川
沿
い
で
は
ハ
チ
ノ
コ
、
ザ
ザ
ム
シ
な
ど
の

昆
虫
の
缶
詰
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
世

界
各
地
の
先
住
民
族
を
訪
問
し
た
と
き
に
は
貴

重
な
食
料
で
あ
る
昆
虫
を
味
見
し
た
が
、
な
か

な
か
美
味
で
あ
っ
た
。

現
状
で
は
動
物
性
蛋
白
質
を
供
給
す
る
主
要

な
食
料
は
食
肉
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
生
産
効
率

に
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
＿
キ
ロ
グ
ラ
ム
の

食
肉
の
生
産
に
必
要
な
飼
料
は
牛
肉
で
十
一
キ

ロ
グ
ラ
ム
、
豚
肉
は
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
鶉
肉
は

四
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
が
、
昆
虫
で
あ
れ
ば
二
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● 二酸化炭素

● メタン

● メタン（家畜）

● 一酸化炭素

● フロン

図2温室効果ガスの比率 (20l 5) 

キ
ロ
グ
ラ
ム
で
生
産
で
き
る
。
そ
れ
以
外
に
も

動
物
性
蛋
白
質
を
生
産
す
る
た
め
の
飼
育
面
積

は
バ
ッ
タ
で
あ
れ
ば
ウ
シ
の
六
％
で
十
分
と
い

う
利
点
も
あ
る
。

畜
肉
の
さ
ら
な
る
問
題
は
ウ
シ
や
ヤ
ギ
の
よ

う
な
反
毎
動
物
が
反
第
す
る
と
き
に
メ
タ
ン
を

排
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
気
温
を
上
昇
さ
せ
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
七
五
％
は
二
酸
化
炭
素
、
一

五
％
が
メ
タ
ン
で
あ
り
、
こ
の
メ
タ
ン
の
二
四

％
は
反
蜀
動
物
の
ゲ
ッ
プ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

約
四
％
は
ウ
シ
な
ど
か
ら
発
生
さ
れ
る
（
図

2
)
。
し
か
も
メ
タ
ン
の
温
室
効
果
は
二
酸
化

炭
素
の
二
十
五
倍
で
あ
る
か
ら
、
二
酸
化
炭
素

人
工
肉
の
生
産

こ
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
か
ら
と
説
明
さ
れ

て
も
昆
虫
を
食
料
に
す
る
習
慣
の
な
い
国
々
の

人
間
に
と
っ
て
は
精
神
的
嫌
悪
感
が
あ
る
の
も

無
理
は
な
い
。
そ
こ
で
登
場
し
て
き
た
の
が
食

肉
を
工
業
生
産
す
る
人
工
食
肉
で
あ
る
。
こ
れ

に
は
二
種
存
在
し
、
第
一
は
肉
類
の
細
胞
を
組

織
培
養
す
る
「
培
養
肉

（カ
ル
チ
ャ
ー
ド
・
ミ

—
卜

）
」
、
第
二
は
植
物
性
蛋
白
質
な
ど
か
ら
代

替
の
肉
類
を
製
造
す
る
「
人
工
肉

（
ア
ー
テ
ィ

フ
ィ
シ
ャ
ル
・
ミ
ー
ト
）
」
で
あ
る
。

培
養
肉
は
生
物
の
研
究
な
ど
で
細
胞
を
培
養

す
る
の
と
同
様
、
牛
肉
な
ど
の
細
胞
を
シ
ャ
ー

レ
で
培
養
し
て
増
加
さ
せ
る
方
法
で
生
産
さ
れ

る
。

二
0
1
一
＿
一
年
に
オ
ラ
ン
ダ
の
マ
ー
ス
ト
リ

ヒ
ト
大
学
の

M
・
ポ
ス
ト
教
授
が
専
門
の
医
療

研
究
で
の
細
胞
培
養
の
技
術
を
応
用
し
て
牛
肉

を
培
養
し
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
に
し
た
が
、
研
究

費
用
な
ど
も
合
算
す
る
と
一
個
で
三

0
0
0
万

円
程
度
に
な
り
、
当
時
と
し
て
は
一
般
の
話
題

に
な
ら
な
か
っ
た
（
図

3
)
。

し
か
し
、
生
産
規
模
を
拡
大
す
れ
ば
約
一
四

0
0
円
に
は
な
る
と
い
う
の
が
教
授
の
見
解
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
見
通
し
を
背
景
に
商
品
を

以
上
の
温
室
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

目
指
す
企
業
が
登
場
し
て
い
る
。
日
本
で
は
昨

年、

イ
ン
テ
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
い
う
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
が
、
牛
肉
の
一
歩
手
前
の
食
材
と
し

て
、
食
用
と
な
る
培
養
フ
ォ
ア
グ
ラ
の
生
産
に

成
功
し
、
来
年
に
は
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
に
試
験

提
供
、
さ
ら
に
二

0
二
三
年
に
は
一
般
に
販
売

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
二

0
一
七
年
に

メ
ン
フ
ィ
ス

・
ミ
ー
ツ
が
鶏
肉
と
鴨
肉
の
人
工
培
養
に
成
功

し
て
い
る
が
、
価
格
は
養
殖
の
鶏
肉
の
約
二
千

五
百
倍
で
商
品
に
は
程
遠
い
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の

ア
レ
フ
・
フ
ァ
ー
ム
ズ
は
肉
牛
の
細
胞
か
ら
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
程
度
の
薄
切
り
の
肉
片
を
約

図3世界最初の培養肉 (20l 3) 
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二
0

販
売
さ
れ
は
じ
め
た
人
工
肉

五
0
0
0
円
の
費
用
で
生
産
す
る
こ
と
に
成
功

し
、
一
般
の
牛
肉
の
生
産
に
は
今
後
二
年
が
必

要
で
あ
る
が
、
成
功
す
れ
ば
市
場
に
出
荷
が
可

能
だ
と
発
表
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
培
養
肉
は
現
状
で
は
開
発
段
階

で
あ
る
が
、
植
物
性
蛋
白
質
を
加
工
し
た
人
工

肉
は
す
で
に
商
品
が
登
場
し
て
い
る
。
毎
年
＿

月
に
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
開
催
さ
れ
る

新
製
品
展
示
会
「
C
E
s
」
は
最
新
の
家
庭
電

化
製
品
の
展
示
を
目
的
と
し
た
大
会
と
し
て
出

発
し
、
今
年
は
世
界
か
ら
四
四

0
0
以
上
の
企

業
が
出
展
し
、
入
場
者
数
一
七
万
人
以
上
の
規

模
で
あ
る
。
そ
こ
で
話
題
に
な
っ
た
の
が
人
工

肉
で
あ
っ
た
。一

年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
設
立
さ

れ
た
企
業
イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
・
フ
ー
ズ
が
会
場

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
人
工
牛
肉
を
材
料
と
し
た

「
イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
・
バ
ー
ガ
ー
」
、
人
工
豚
肉

の
「
イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
・
ポ
ー
ク
」
と
「
イ
ン

ポ
ッ
シ
ブ
ル
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
」
を
発
表
し
、
さ

ら
に
人
工
豚
肉
を
使
用
し
た
シ
ュ
ウ
マ
イ
を
観

客
に
無
償
提
供
し
話
題
に
な
っ
た
。
試
食
し
た

人
々
に
よ
る
と
本
物
と
区
別
が
で
き
な
い
ほ
ど

の
味
覚
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
図
4
)
。

こ
の
企
業
を
創
業
し
た
の
は
一
九
五
四
年
生

ま
れ
の
ア
メ
リ
カ
の
生
化
学
者
、
ス
タ
ン
フ
ォ

ー
ド
大
学
名
誉
教
授
で
科
学
分
野
の
業
績
で

数
々
の
受
賞
も
し
て
い
る

P
.
 0
 
• 
ブ
ラ
ウ
ン

博
士
で
あ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
は
畜
産
に
よ
る
肉
類

の
供
給
が
地
球
環
境
問
題
の
主
要
な
原
因
で
あ

り
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
既
存
の
畜
産

で
は
な
い
方
法
で
社
会
に
食
肉
を
提
供
す
る
こ

と
だ
と
い
う
結
論
に
到
達
し
、
二

0
1
―
年
に

企
業
を
創
設
し
た
。

ブ
ラ
ウ
ン
の
名
声
の
効
果
も
あ
り
、
マ
イ
ク

口
ソ
フ
ト
を
創
業
し
た

B
・
ゲ
ー
ツ
、
世
界
八

位
の
富
豪
で
あ
る
香
港
の
企
業
集
団
の
会
長
で

図4インポッシブル・フーズのバーガー

あ
る
李
嘉
誠
、
グ
ー
グ
ル
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資

組
織
G
V
な
ど
が
投
資
し
た
結
果
、
短
期
で
約

―二

0
億
円
の
資
金
を
調
達
し
て
事
業
を
開
始

し
、
現
在
で
は
ア
メ
リ
カ
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ

—
ル
な
ど
の
一
万
七

0
0
0

以
上
の
レ
ス
ト
ラ

ン
に
イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
・
バ
ー
ガ
ー
が
浸
透
し

て
い
る
。

そ
れ
に
対
抗
す
る
の
が
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ヨ
ン

ド
・
ミ
ー
ト
で
あ
る
。
二
0
0
九
年
に
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
で

E
・
ブ
ラ
ウ
ン
が
創
業
、
二

0
1

三
年
に
は
エ
ン
ド
ウ
マ
メ
な
ど
を
材
料
と
し
た

人
工
鶏
肉
の
パ
テ
ニ
枚
を
六

0
0
円
で
ア
メ
リ

カ
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
チ
ェ
ー
ン
の
ホ

ー
ル
フ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
販
売
、
翌
年
に

は
人
工
牛
肉
も
開
発
し
て
販
売
し
て
い
る
。
さ

ら
に
二

0
一
七
年
に
は
三
種
の
「
ビ
ヨ
ン
ド
・

ソ
ー
セ
ー
ジ
」
も
販
売
し
は
じ
め
た
。

こ
の
会
社
も
将
来
有
望
と
見
込
ま
れ
、

B
.

ゲ
ー
ツ
、
映
画
俳
優
の

L
・
デ
カ
プ
リ
オ
、
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
の

C
E
0
で
あ
っ
た

D
．
ト
ン
プ

ソ
ン
な
ど
が
出
資
し
て
い
る
。
二

0
一
八
年
に

は
新
規
の
工
場
も
建
設
し
て
ア
メ
リ
カ
国
内
の

二
万
七

0
0
0
箇
所
で
販
売
、
カ
ナ
ダ
や
イ
ギ

リ
ス
に
も
販
路
を
拡
大
し
て
い
る
。
昨
年
五
月

に
は
新
興
企
業
を
対
象
と
し
た
ナ
ス
ダ
ッ
ク
市

場
で
株
式
を
公
開
し
、
一
株
あ
た
り
四
六
ド
ル
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有
望
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
登
場
す
る
と
即
座
に
新

規
企
業
が
大
量
に
発
生
す
る
中
国
で
は
、
ビ
ヨ

ン
ド
・
ミ
ー
ト
が
新
規
上
場
し
て
成
功
し
た
と

い
う
情
報
に
よ
り
、
一
気
に
人
工
食
肉
企
業
が

人
気
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
後
押
し
し
た
の
が
ア

フ
リ
カ
豚
熱
の
流
行
で
あ
る
。
世
界
で
は
九
億

七

0
0
0
万
頭
の
ブ
タ
が
飼
育
さ
れ
、
そ
の
う

ち
半
分
程
度
の
四
億
三
五

0
0
万
頭
が
中
国
で

飼
育
さ
れ
て
い
た
が
、
疫
病
の
流
行
で
半
分
が

処
分
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

そ
こ
で
植
物
性
人
工
肉
が
注
目
さ
れ
、
約
六

十
社
が
名
乗
り
を
あ
げ
、
十
社
近
く
が
生
産
を

開
始
し
て
い
る
。
二
0
一
八
年
に
創
業
し
た
珍

肉

（ゼ
ン
ミ
ー
ト
）
は
中
国
の
料
理
の
特
徴
を

反
映
し
て
人
工
豚
肉
を
使
用
し
た
月
餅
や
焼
売

を
生
産
し
、
昨
年
九
月
に
販
売
し
た
と
こ
ろ
大

変
な
人
気
に
な
っ
た
。

齋
善
食
品

（ホ
—
ル
・

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
フ
ー
ド
）
も
人
工
豚
肉
を
使

用
し
た
餃
子
な
ど
を
販
売
し
、
こ
こ
も
成
長
し

て
い
る
。

日
本
で
も
登
場
し
は
じ
め
、
二

0
一
八
年
か

ら
大
塚
食
品
が
大
豆
蛋
白
を
主
要
素
材
と
す
る

「ゼ
ロ
ミ
ー
ト
」
と
い
う
ハ
ン
バ
ー
グ
を
発
売

肉
食
大
国
・
中
国
に
も
登
場

と
い
う
人
気
に
な
っ
て
い
る
。

し
て
い
る
。
筆
者
も
試
食
し
て
み
た
が
、
挽
肉

の
ハ
ン
バ
ー
グ
と
区
別
が
つ
か
な
い
ほ
ど
で
は

な
い
が
、
豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
と
は
相
違
し
て
肉

製
の
ハ
ン
バ
ー
グ
の
一
種
と
名
乗
れ
る
ほ
ど
の

味
覚
で
あ
り
、
値
段
も
肉
製
の
ハ
ン
バ
ー
グ
と

同
等
で
あ
り
、
優
秀
製
品
と
し
て
受
賞
も
し
て

い
る
（
図

5
)
。

イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
・
フ
ー
ズ
を
創
業
し
た
ブ

ラ
ウ
ン
は
二

0
三
五
年
ま
で
に
市
場
に
出
回
っ

て
い
る
す
べ
て
の
動
物
性
肉
を
植
物
性
肉
で
代

替
す
る
と
い
う
長
期
目
標
を
発
表
し
、
す
で
に

菜
食
主
義
は
環
境
に
貢
献

塁？
賃炉
J夏，；—
1:1-, 

雹ZER0MEAT= —ゼロミートー
：国忍 -:--_こュ

医5大塚食品のゼロミート

で
あ
り
、

ス
イ
ス

人
工
魚
肉
を
開
発
し
て
い
る
。
昨
年
、
日
本
で

も
サ
ン
マ
の
不
漁
が
話
題
に
な
っ
た
が
、
乱
獲

は
水
産
資
源
の
枯
渇
だ
け
で
は
な
く
海
洋
の
生

態
破
壊
に
も
な
っ
て
お
り
、
必
要
な
技
術
で
あ

る
。
す
で
に
ア
メ
リ
カ
の
グ

ッ
ド
・
キ
ャ

ッ
チ

は
植
物
ツ
ナ
の
缶
詰
を
発
売
し
て
い
る
。

植
物
性
肉
は
現
在
で
は
際
物
の
印
象
で
あ
る

が
、
急
速
に
成
長
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
の

背
景
は
菜
食
主
義
人
口
の
拡
大
で
あ
る
。
イ
ン

ド
は
宗
教
の
関
係
で
人
口
の
三
八
％
が
菜
食
主

義
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
例
外
と
し
て
、

は
一
五
％
、
台
湾
は
一
三
％
、

二
％
、
ド
イ
ツ
は
一

0
%
、

イ
タ
リ
ア
は
一

日
本
は
四
・
五
％

ア
メ
リ
カ
で
は
二

0
0
九
年
に
は
人

口
の
一
％
で
あ
っ
た
が
二

0
一
七
年
に
は
六
％

に
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
動
物
か
ら
植
物
へ
の
転
換
は
地
球
規
模

の
環
境
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
な
る
。
世
界

の
農
地
面
積
の
内
訳
は
三
割
が
耕
地
、
七
割
が

牧
場
で
あ
る
。
耕
地
も
牧
場
も
自
然
環
境
を
破

壊
し
て
い
る
が
、
世
界
で
供
給
さ
れ
て
い
る
食

料
の
九
割
は
農
地
か
ら
、
一
割
が
牧
場
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
現
状
を
解
決
す
る
こ
と
は
人
口
が

増
加
す
る
将
来
へ
の
重
要
な
手
段
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、
人
工
肉
は
食
料
革
命

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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